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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
5 * 4 9 2 6 0 0 1 1 2 3 0 0 0 0
7 * 4 10 2 6 0 0 0 1 5 6 2 0 0 0
15 * 0 2 3 7 0 0 0 2 1 3 0 2 0 0
17 * 0 2 1 1 0 0 0 2 0 2 1 0 0 0
46 * 1 2 5 11 3 4 2 1 6 7 0 2 0 0
2 0 1 1 4 6 0 0 2 0 5 5 1 1 0 0
9 0 0 0 1 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0
34 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0
43 0 0 1 1 2 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0
0 0 - - - - - - - - - - - - - -
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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
9 * 0 1 4 6 0 0 0 0 2 2 0 2 0 0
21 * 1 5 3 5 0 0 0 2 3 5 4 4 0 0
0 * 1 12 5 12 2 3 1 1 9 10 1 3 0 0
34 * 0 0 5 8 1 2 3 5 3 8 0 0 0 0
74 * 0 5 4 5 0 0 1 3 5 8 2 3 0 0
10 0 0 0 0 1 0 0 0 2 2 4 0 0 0 0
18 0 3 8 2 2 0 0 2 1 1 2 0 1 0 0
0 0 - - - - - - - - - - - - - -
0 0 - - - - - - - - - - - - - -
0 0 - - - - - - - - - - - - - -
0 0 - - - - - - - - - - - - - -
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0 0 1 1 0
5 31 23 39 3 5 7 14 25 39 7 13 0 0

コ ー ト
勝ち点8 勝ち点8

試合ＮＯ 248

71 64

敗チーム

甲南大学

男子 ２次リーグ戦 勝チーム

試 合 日 2013.10.01
神戸大学開始時間 19:00

会　　場 関西大学体育館

戦評
総括
前半はお互い一歩も譲らない展開が続き、接戦を繰り広げるが、後半に入り神戸大学が、厳しいディフェンスから流れ
を掴むと、徐々に点差を広げ始める。甲南大学も諦めず最後まで勝負を仕掛け続けるが、神戸大の落ち着いた対応に
成す術なく、そのままタイムアップを迎え、神戸大が勝利を手にした。
第一ピリオド
甲南大#0田中のシュートから試合が始まる。神戸大は#5寺内の3Pシュート、#7伊藤のシュート等で応戦し、お互い一
歩も譲らない展開が続く。神戸大は、厳しいディフェンスから、#7伊藤の連続３Ｐシュートで流れを掴みかけるが、少しの
隙をつかれ、甲南大に速攻を許してしまう。試合は一進一退の展開が続くまま、21-21の同点で第二ピリオドに突入す
る。
第二ピリオド
両チームとも自分たちの持ち味を出せないまま、五分が経過する。そこから甲南大がタフなディフェンスから速攻を繰り
広げ、リズムに乗りはじめた所で、神戸大はたまらずタイムアウトを要求する。しかしその後も甲南大の勢いは止まること
なく、神戸大はもう一度タイムアウトをとって流れを変えようと試みるが、点差は縮まらず、31-37甲南大が6点リードして
後半に突入する。
第三ピリオド
後半開始早々、神戸大がゾーンディフェンスを敷いて、流れを掴みかけるが、甲南大#21山下が3Pシュートを決めると、
勢いを取り戻し華麗なパスワークからゾーンディフェンスを攻略しはじめる。すると甲南大のディフェンスは次第に厳しく
なり、神戸大のミスから次々と得点を重ねだすが、神戸大は#5寺内を中心とした攻めで応戦し47-48甲南大リードで最
終ピリオドを迎える。
第四ピリオド
点の取り合いが続く試合展開となる。神戸大#2真崎が3Pシュートを決めると、一気に流れに乗る。流れを変えようと、甲
南大はタイムアウトを取るが、神戸大#7伊藤が連続3Pシュートを決め、流れを渡さない。甲南大はオールコートでプレッ
シャーをかけ最後の勝負に出るが、神戸大は落ち着いて対応しミスを出さず、試合は71-64で神戸大が勝利を収める
結果となった。
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